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裏面あり

日 曜 行 事

1 月 全校朝会

2 火 集金日

3 水

4 木

5 金
英語タイム ６年生を送る会 いき
いき班交流ランチ（弁当） クラブ

6 土

7 日

8 月
婦人会あいさつ運動 草抜き集会
スクールカウンセラー来校日（PM）

9 火

10 水

11 木 安全点検

12 金 なかよし遠足（特別支援学級）

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木 卒業式予行

19 金 英語タイム

20 土 春分の日

21 日

22 月
卒業式準備 ５年15:20下校
５年生以外14:10下校

23 火 卒業式 ５年生11:50下校

24 水
大掃除 地区児童会
14:10一斉下校

25 木 修了式 11:30一斉下校

26 金 春休み

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水 （４月６日まで）

地域の皆さん、いつも登下校の
見守りをしてくださってありが
とうございます。

慮る（おもんぱかる）

私が子どもの頃は、お風呂はいわゆる五右衛門風呂で、薪でお風
呂を焚いていました。薪でお風呂を焚いている母親の傍にくっつい
て、爪をつんでもらったり、洗濯物を一緒にたたんだりしていた記
憶があります。そして、お風呂の湯加減をみるのは私の仕事でした。
桶でお風呂のお湯をかき混ぜ、お湯に手をつけて湯加減をみます。
平日はいつも帰りが遅い父親も、日曜日は一番にお風呂に入ります。
熱いお湯が好きな父親でしたから、私にはちょっと熱いかなと思う
湯加減でみるようにしていました。今では、お風呂のお湯も、温度
もボタン一つでできる世の中になりました。でもそのことで、誰か
を慮る（おもんぱかる）ことが少し薄れてきたような気がします。
また、電話もそうです。携帯電話やスマートフォンの普及で、自

分の都合の良いときに電話やメールができるようになりました。私
が子どもの頃には、携帯電話がない時代でしたので、友達に電話を
かける時には家の固定電話から、相手の固定電話へ。相手の家族の
ことも考えながら、今だったら電話しても大丈夫かなと、慮り（お
もんぱかり）ながら電話をかけたものです。

生活は確かに便利になり、自由に使える時間は増えてきたか
もしれません。でもそこには、相手を慮る（おもんぱかる）豊
かな時間は少なくなってきているのかもしれません。そして、
このコロナ禍で、人と直接触れ合う、相手の顔を見ながら気持
ちを伝え合うことがさらに少なくなってきています。コロナ禍
での生活も、もうすぐ一年。改めて、本当の豊かさとは何なの
かを考えていきたいと思います。

「慮る（おもんぱかる）」とは、「何か行動しようとするときに、
あれこれと周囲の状況や影響などについて深く考えること」を意味
する言葉です。「これをしたら周囲はこうなるだろう」「こうなっ
たら周りにはこういった影響があるだろう」と想像することは、
「周囲を思いはかること」です。日本語には、本当に美しい言葉が
たくさんあるのだなと感じています。

地域協働学校運営協議会（2月15日）

２月１５日に地域協働学校運営協議会
（コミュニティースクール）を開き、今
年度の学校の様子をお伝えしました。今
年度はコロナの影響で授業や校内の様子
を参観していただくことができずとても
残念でした。そこで、毎学期の終業式で
紹介しているスライドショー（子どもた
ちの様子）を見ていただきました。その
様子から、「コロナ禍でも落ち着いて学
習し、表情も生き生きしていますね」
「先生たちは指導の工夫を行い、十分な
視覚支援等で一人ひとりを大切にしてい
る様子が伺えました」等のご意見をいた
だきました。学校の一番の応援団！これ
からも子どもたちのために、お力添えを
いただきたいと思っています。



校内研究授業（２月１６日）

２月６日にあすなろ学級・たんぽぽ学級・ひまわり
学級で「御津南小フェスティバル」をひらこう」とい
う単元で自立活動の研究授業を行いました。「話し合
う力」「作り方を考える力」「作業に必要な基本的技
能」「集団活動に参加する力」「コミュニケーション
能力」などをつけることを目標に頑張っていました。
一人ひとりそれぞれに、自分のめあてをもち、生き生
きと活動に取り組んでいました。どの子も生き生きと
活動し、目が輝いていました。

長なわ集会（２月１８日）

うさぎふれあいランド（２月１９日・２２日）

聴覚障がい者の方との交流：４年生（２月１７日）

２月１８日に長なわ集会がありました。
３学期に入った頃から、休み時間には、運
動場のあちらこちらで長なわの連続跳びに
挑戦している子どもたちが…。引っかかっ
ても「どんまーい」「大丈夫！」と優しい
声が飛び交います。タイミングよく跳べる
ように「ハイ」「ハイ」「ハイ」と声を合
わせているクラスも！本番の長なわ集会で
は、３分間に何回跳べるか競います。少し
でも長く跳び続けられるよう頑張ります。
心を合わせて跳んでいる姿は本当に素敵！
子どもたちも先生たちも笑顔満開です。

総合的な学習の時間で「福祉」について
学習をしている４年生。２月１７日には、
聴覚障がい者の山本さんと、手話通訳の野
上さんに再び来校していただき、調べて分
かったことについて、聞いていただきまし
た。その後、山本さんの小さい頃の夢や、
夢を実現すために頑張ってきたこと、苦し
かったこと、うれしかったことなどについ
てお話を伺いました。

みなみっ子のアイドルといえば、うさぎ
の「モカちゃん」と「ブラッキー」。先日、
飼育委員会主催の「うさぎふれあいラン
ド」が催されました。サークルの中に数人
ずつ入って、モカちゃんやブラッキ―を
抱っこできるとあって、大繁盛！モカちゃ
んやブラッキーも抱っこされてうれしそう
でした（たぶん…）！


